
事業番号3-44-日)

生産局 葉襲車軸 国産農畜産物の競争力の強化l='.滞蕪≠年季

莞 畜産部畜産企画課 ヰ耕 棄菱 昭和63年度 t課長 原田英男

≡独立行政法入鹿畜産業振興機 …構法第10条第2号 喜FII加葉芽牽/;,菜単葉-掌 < 畜産特別支援資金融通事業実施要綱

慕良蛋 渇a iI:ヨrhLh 直接実施
lj+++ 妻ロ業務委託等 (委託先等: )

∵ ;-.a幻口貸付 (貸付先= )■その他 (農畜産業振興機構から公益法人等に.造成された基金)

(14,328) (14,328) Ji:～

# 育産経営は､設備投資に多疫の資金調達が必要でかつ資材等の購入に必要な運転資金の負担が大きい○さらに､近年の配合飼料価格高騰や畜産物価格の低迷による
収益性の悪化により借入金が増大するとともに償還国難となるケースが増大○こう
した書産経営に対する借入金償還の円滑化を図るo

+51hfj;登 低利 一長期の資金融通を行えば､技術及び経営の改善を通じた経営の継続が可能と

なる畜産経営者

負債の償還に支障を来している酪農 .肉用牛及び養豚経営に対して､借入金の償還に要する長期の資金を融通する金融機関に対して長期間にわたる利子補給 (11月9日現在､基準金利2.85%に対し1.01%を利子補給)を行う○

窮撃襲( ;!転汁由蘇樵轍

また､円滑な融資を行うため､都道府県農業信用基金協会に対し､貸付事故が発

生した場合に､借受者に代わって弁済するための必要額の1/4を補助する8本資金の貸付にあたつては､事業実施主体から金融機関に対する長期間の安定的な利子補給が不可欠であることから基金方式により実施.

琴葛篭当るr､㌔̀i:+ 平成22年度概算要求額 人件費派 Lri. 一 百万円(織員拝成 概算人件費(平均給与×従事■JtB) 従事轍員数
:- AJF'p_zr" 一 首万円 臨時職員他 !千円 巨

貰%誓望頚で｣か読 式 班或 年 度 総 額 地方公共団体の嘉負担がある場合､概算の総額

/+ H19(決算額) 41 (地元負担を求めており､また､更に地方自治体が上乗せ利子補給を行う場合もある.)

キナ翌** 孟長箆

翠義㍉ 6.875H21(当初予算)

字講iy讃求 H2ー(補正予算)

襲 + うち返納額H22概算要求

驚喜幾去Ll



事業番号3-44-(1)
誉-_瀕 寮..こきと専業か表瀬燕秦垂轟明蘇....
農林水産省 Iき.~嶺棄寮声棄=をrf畜産特別費金融通事業基金 (中央育産金)

)顔謹〔 賓 負債の償還に支障を来している酪農.肉用牛及び養豚経営に対して､借入金の償還に璃要する長期の資金を融通する金融機関に対して長期間にわたる利子補給を行うoまた､円

I-捕T{:<Hr.-P:ど.嶺 義･■

吉 本資金の貸付にあたつては､事業実施主体から金融機関に対する長期間の安定的な利
義子補給が不可欠であることから基金方式によL)実施○

妻~覇∴FE.Jj_ il.J.≡f誹.'

♭ a

㌔+★犠ポ★+節 室 本資金の融通にあたつては､地方自治体や都道府県段階の畜産経営指導機関､関係金

弓…亨融機関､生産者団体等の職員をもって構成される都道府県支援協議会が経営改善指導を

蓋芸行うなど､地域が一体となって経営改善の支援を行うoなお､地方自治体等 こよる上乗せ
髭利子補給を行うこともある.

点とtp.l送節33峯守.窯 捕 宗 【活動指種名】′ 年度実績.評価 単位 H18年度 H19年度 H20年度
汁二挙.=- 紘+梶 芝,g:融資実績 百万円 1.262 4.805 2,510
rt:-;Lz 読蛋:/1

蒜∴ rt

;+ 百万 一..016 887 8ー8

十千∫¥ど,7呈ミ∴ 萱畜産農家戸数の減少率を過去10年間平均 (乳用牛▲4.18%､肉用牛▲4.68%､養豚▲

討6.37%)よりも抑制する○

事秦秦_1,ど-義 藁 【成果指標名】′ 年度実績 .-#価 1単位l H18年度 H19年度 H20年度rl-し幣a % ▲4.5(肉用牛)▲12.2(養豚) ▲4.5(乳用牛)▲3.9(肉用牛)▲3.2(兼豚) ▲3.9(乳用牛)▲2.3(肉用牛)▲4.2(養豚)
頂

+汚 義 ≡妄 厳しい経営環境の中で､軽営継続に意欲のある畜産経営を支援するため､地方自貢治体､金融機関､畜産関係指導機関が一体となって指導方針の統一を図りつつ､本

-+■㌧ …資金の融通を通じて濃密かつ効率的な指導を行つことにより､畜産経営の改善と安･≡定的発展を推進する○
A

蛋i+義l∴ ■■ 岩岩訟蟹

氏和

国r,櫛常山.- ∫∫

ぢLit賢;講~ 速達S栄詑:_如:



事 業 番 号 3-44-(2)

- 車 *

獲 当 転章. 畜水産安全管理課 lー樹 準 成l5年度 t課長 池田-樹

半群難胃_T.

挺小; 翫避節-.r:r召 Lh-京口直接実施
顎 ~rr ドロ業務委託等 (委託先等 : )≡■補助金 〔⑳ 間接〕 (補助先､実施主体 :(社)中央畜産会)

演 蔓□貸付 (貸付先 = )口その他 (農畜産業振興機構から公益法人等に造成された基金)

57 闘 撫*垂20 傑

繋霞.r貰, . 牛や豚などの産業動物を診療する産業動物獣医師は､家畜の疾病の予防や治療を通じた畜E= ■■{ - な 皇l El

L菓動物獣医師の高齢化､新規獣医師の過半数が犬猫などの小動物分野に就業しているなどの
問題が顕在化しているCこのため､産業動物獣医師を志す学生の修学に対して経済的な支援
を実施し､産業動物獣医師を養成､確保していく○

産業動物獣医師を志す獣医系大学の学生であって､具体的に就業予定診療施設が決定してい
る者

～ 誕_ー 就業予定診療施設との問で将来の就業を取り決めた学生に対し､月額10万円 (私立大学

の学生は12万円)の修学資金給付金を給付する○給付金は､就業予定診療施設と中央畜産
会 (国の補助)がそれぞれ2分の1ずつ負担する○

を受ければ9年F;pl)産業動物獣医師として就業すれば修学資金の返還が免除○就業予定先に
就職できない場合には､修学資金を返還することが義務付けられている○

L...-- 嚢 平成22年度概算要求額 人件費

鵬 等幣YJkp;紛 - 百万円I(職員構成 . 概算人件費(平均給与×従事■点数) 従事職員数

ri.℃1

一百万円 担当正職員 千円 巨

一 百万円 臨時職員他 千円 :人

際 避 難,A. 年 度 * '* 地方公共団体の蓑負担がある場合､概算の総額

冒_- 欝 H19(決算餐)

A緊茸.i宗-犯日.リー.
≡tll-:..:.:

(1' -.faも H21(当初予算)

H21(補正予算)

だ欝 無 難 琵琶 レ-. H22概算要求





事 業 番 号 3-44-(3)

% 農林水産省 ,

生産局 ･上位▲叫 →蕉 Lg崖JR苛性mJT欄 TノJUノ浪 l_-::-'撫孝幸年表 ∴

i- 畜産部競馬監督課 湊≦蕪顛 簿ヰ 平成6年度 l課長 漆原勝彦

蓄独立行政法人農畜産業振興機構法第10条第2号 ≡穎 軒 畜産関係団体情報提供体制整備事業実施要綱

藤筆者.

~珊 声_,.

蛋.･.5tp: 蔓□直接実施;ロ業務委託等 (委託先等 : )

きd補助金(彊簸 順 接〕 (補助先､実施主体 :(財)競馬 .農林水産情報衛星通信機構)
義.十設営A._dZ3~_-{:. 蛋 ミロ貸付 (貸付先 : )■その他 (農畜産業振興機構から公益法人等に造成された基金)

震 涜詔芸 102百万円 i''6i古着円 紳 計幣 用言､取朋

毒 J青刈りとうもろこし､牧草等の飼料作物の生産の拡大に必要な詳細な気象情報を提供し､吾.産鮭営農家の健全な発展と畜産物の安定的な供給を図る○

｣ 畜産経営農家等 (地域のケーブルテレビ又はスカバーとの契約者が視聴可能 (無料))

;I-1'顧i二...-;:≠

競馬情報と農林水産情報を提供する専門チャンネルであるグリーンチャンネルを通じ､飼料作物の栽培管理や収穫作業等に必要な詳細な気象情報を毎日､定時に放送する.
(9 収穫適期を的確に判断するためのlキロメツシ1の ｢積算気温情報｣
② 飼料作物の栽培管理の作業計画を的確に策定するための3時間毎の
｢3日間天気予報｣
③ 播種､収穫などの栽培管理を的確に実施するための1キロメッシュの
｢霜の分布予報J 等

本事業は実施主体に基金を設置して実施しているが､平成20年度に事業内容の見直しを行
い､提供する気象情報を充実するとともに､基金の運営形態を運用型から取崩型に変更した
ところであり､平成24年度まで事業を実施するのに必要な額 (147百万円)を残し､不
用額 (861百万円)を返納した.

★潔撃;:+:遷+懲 平成22年度概算要求鼓 人件費
一 百万円(城島構成 概算人件費(平均給与×従事職員数) 従事職員数

+. 廻廻 一 百万円 担当正職員 千円 巨

一 百万円 臨時織貞他 千円 巨

LTIFL-感 年 度 総 額 地方公共団体の蓑負担がある場合､概算の糸額
H19(決算額)

1架空 糧H20(決井見込壌)

琵茄 H21(補正予算)

豊 璃 準 .J表 H22概算要求

漢-LF～ 髭 築;T誉十-LF～ 髭 築;T誉十



事 業 番 号 3-44-(3)

H.ーよ; 農林水産省 F.''潮 痔 嚢一冬 1- - .-.- i- tl.,L.-- ■■)

退.弓=_1_ 畜産部競馬監督課 懐 葉車軽華草) 平成6年度 )課長 漆原勝彦

≡裟!本事業で畜産経営農家等に提供している気象情報は､飼料作物の栽培管理や収穫作業等の
_滋 日々の生産活動に必要な詳細な情報(向こう3日間の詳細天気予報､播種Elからの積算温度､霜
空こ,3…予報等)であるが､一般のテレビ番組の天気予報では得られない内容である.これらの情報を毎

滋A-;日､定時に､わかりやすく､かつ､無料で提供する本事業は､飼料作物の国内生産を拡大していく
盗 上で､必要C

d′-ti郭 -部の自治体が独自の取り組みとして稲作関係の気象情報をインタ-ネット等を通じ､提供してい

覆 る例がある.

A

玩ぶ≡【活動指標名】/ 年度実績 .評価 単位 H18年度 ･H19年度 H20年度

響 義認 警裟 監雷ヲ‰ ′F, 回/過 20 20 20
十

芯. 百万円 15 42 41

詫 (環状の成果)

~㍊ (基準時) (現状) (目標)告 ○ 飼料自給率の向上 H15年 23% - H20年 26% ⊥ H27年 35%

拷 (今後の方向性)
撃ミ.飼料の国内生産を拡大するための総合的な対策の一環として.本事業を効果的に実施
≡望飼料自給辛目棟の実現を図るo

美空【成果指榛名】′ 年度実績 .評価 単位 H18年度 H19年度 H20年度

- - 校-:_3国産飼料自給率 % 25 25 26
･琴国産粗飼料自給率 % 77 78 79

コt_i

lY冬｣.j宗飼料作物の国内生産の拡大につながるよう､平成27年目模(粗飼料自給率100%)をめざ
≡:別して24年度まで継続する必要があるが､今後は､気象情報取得の公募性を導入するなど情
手当報提供の低コスト化に努めるとともに､畜産農家等のニーズを踏まえながら､提供する気象

賢情報の内容の充実を図っていきたい○芳1

翌&誌｣燕賀+;

L+++' チヨ≡京点描墨,L-緊慕



事 業 番 号 3-44-(4)

･=J,三縦 蒜L.9:- 農林水産省 -I:華筆葉筆 鞍 :
生産局 上獲勝 強 国 産 農 畜 産 物 の 競 争 力 の 強 叫 ...1作 唾 兼 住 着

J踊 獲 義 畜産部食肉鶏卵課 秦秦樹蕪 秦 昭 和 4 7 年 度 極 長 波 連 穀

護畳 ..

玩 派義莞那汚ヾ 衛 ｡直接実施

蓋昔 口業務委託等 (委託先等= )

節 .補助金肇 野 欄 接〕 (舶 先=実- 体 ‥(社,全国肉用牛振興基金協会 ,
掌J貸付 (貸付先:都道府県肉用子牛価格安定基金協会)■その他 (農青書産業振興穂積か
盗警 ら公益法人等に造成された基金)

I;.iI.●-1■】 a･三I襲･-I- 艦 2′18l警軸頻軒 1′1 願鍵紳卓 ./17 :.車準 封 o/3
ごl.A-i--娯野 10596g:守滴喪家-⊥三 lO596 ､:①21年度に基準ヒ基づく見直

義 鰹 肉用子牛価格の下落に対し支払われる生産者補給金について､その支払い財源が

項謡 鎧 不足した場合に必要な鮒 を行い､生産者補給金の鰯 交付を確保するためD

繍 潜芸 都道府県肉用子牛価格安定基金協会 ((社)北海道畜産物価格安定基金協会等4
軒 7指定協会).

濯I萱零A--'BJ-a こき≡…藍 肉用子牛価格の異常低落により､肉用子牛生産安定等特別措置法に基づく生産者
補給金の支払い財源に不足を生じた場合に､都道府( 指定協A)に対し 生産者補給金 lヽ-県肉用子牛価格安定基金協会必要となる資金を無利 寸

遂 47 Ei E 一､ ､ 口.の支払しー J. ..､ 子貸ィ､け○

+i+読義癒震 転業繕 (牛肉の輸入自由化に対応し､我が国の肉用牛生産を支える肉用子牛の生産安定を

図るため､肉用子牛生産者補給金制度が措置されている〇本事業による貸付制度
は､そのセーフティネットとして､酪農及び肉用牛生産の振興に関する法律の規定

苧苅訓こ基づき措置されているもの○)

-J謂*読+'∵lW∴十ば十十 賢野-, 昔ジ; 平成22年度概算要求額 人件費
( 職員構成 概算人件費(平均給与×従事聴員数) 従事職員数

一 百万円 担当正職員 唇 人

一 百万円 臨時猿島他 1千円 人

栄～i｣.-メ ご■蛮室 菱 年 度 総 額 地方公共団体の蓑負担がある場合､概算の絶類

霊 .H.9(決糊 ,当

鮭 H.9(- 上の不-

雛 許H21(補正予算)

琵 H22概算要求

虻 .,.-lil.-て.至畿■諦



事 業 番 号 3-44-(4)

冗.読-hq 産 土邪 d L:

生産局 随鱒 秦矧 産農畜産物の競争力の強叫L..席成東姫者.珊 願

≡-.肉用子牛価格が大幅に下落し補給金支払いに必要な生産者積立金(国1/2､県1/
;:4､生産者1/4で積立)が枯渇した場合こも､肉用子牛生産者-確実かつスムーズな生
～-i.産着補給金の交付を可能にし､肉用子牛生産者補給金制度の安定的な運営と農家負担
壬.の軽減を図るためには､本事業が不可欠.

謂

･二

-.:守

雷 斐 琵 【活動指標名】′ 年度実績.評価 i単位 H18年度 H19年度 H20年度

- 実穣 匡 万円 0 0 0
己"-.I.:髭 班 蘇

- 首万円 112 103 67

≡+貸十方{;a:塗琶ピ 諜 繁 肉用子牛生産者補給金制度を補完し､我が国の肉用牛生産の維持が図られ､安定

的な国産牛肉の供給が確保されている.

琵r 引き続き肉用子牛生産者補給金制度の補完事業として我が国の安定的な肉用牛生産の確保を図る.■
なお､今後の畜産業の所得補償制度の導入の検討にあわせて､必要に応じて見直

整 【成果指標名】/ 年度実績.評価 E単位 H18年度 H19年度 H20年度

国産牛肉の生産量 千トン 346 359 363

--JEi縄:1*: 国産牛肉のシェア 鶴 44 43 44蛋 藍 肉用牛飼養頭数 千頭 2.755 2.806 2,890

千繋+'義蛋義 ･鵬 琵

牛肉の輸入自由化の影響から肉用子牛価格が急落した平成3年から平成6年においては550億円､BSEの発生の影響から子牛価格が低迷が続いた平成15年に

-I,A は27億円の無利子貸付けを都道府県肉用子牛価格安定基金協会に実施し､経営の悪化している肉用子牛生産者へ生産者補給金の交付を可能とすることにより､肉用子

肇 .#p.の､き萄]燃態窯 繋

基金事業の必要額については､これまでの実績 (最大550億円)を踏まえ538億円としてきたが､21年度に見直しを行い､使用見込みの低いと考えられる431億円について返還すべく手続中○今後の必要額については､景気低迷等により牛枝肉価格が低下傾向で推移してい

l潤 _.萱喜 +｢+十二
% ..-.-.-r!る中､子牛価格､特に輸入牛肉と競合する乳用種等の価格が下落してきていること

:.;ノip-から､現在の価格下落のトレンドが続き､乳用種子牛の価格が3割程度下落した場合に､今後3年間に100億円程度が必要と想定.また.仮に､牛肉消費の急激な減退や家畜疾病の発生等により子牛価格が暴落した場合は､1年間で100億円程
度 (BSE発生時の子牛価格で試算)の貸付けが必要な場合も想定O



配合飼料価格等の推移

41 51 61 71 81 91 101 111 121 11 21 31
*料 r苔産物市況速報JAL林水産省統計細
注1 文京大隈食肉神格の生体搬入物の研牡加王平 均価格である.

≡王2土 El椎 臥 祝 日の価格を除く｡

豚枝肉卸売価格
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4*1軌 .書jg法市況遠島J.L榊 kを14稚 計諾 1 91 101 111 121 11 21 31
3王1東京大FEE食肉市境の生休搬入物の頚1枚加東平 均qll格である｡
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注)09年7月までは実績値､8月以降は推計値

とうもろこしのシカゴ相場

.2/? 5 ( ′7畑

蔀 1

'NL

7

06.14 7 1007.14 7 1008.14 7 1009.14 7 1010.1

注.シカjr相場の日々の終値(期近物)の推移
月



肉用子牛生産者補給金制度の仕組

生産者補給金の交付実績及び登録質数

＼ _ 黒毛和種 褐毛和種 その他肉専用種 乳用種 交雑種 合 計

平成20年度 交付乗積額(百万円) - 218 - 5.742 4,32810.289

保証基準価格及び合理化目標価格､､＼ 黒毛和種 褐毛和種 そ の 他肉専用種 乳 用種 交 雑種

平成21年度 保証基準価格(千円/頭) 310 285 204 116 181

肉用子牛の平均売買価格の推移
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(予算担当部局用)

事業番号3-44

育産特別資金融通事業基金 ((社)中央畜産会)
産業動物獣医師修学資金基金 ((敬)中央畜産会)
育産関係情報提供衛星通信推進事業基金 ((財)競馬 ･農林水産情報衛星通信機構)
融資準備財産 ((社)全国肉用牛振興基金協会)

平成21年度当初予算額 平成22年度概算要求鍍

【畜産特別資金融通事業基金】

(利子補給等)

･ 基金を取り崩して複数年度にわたり利子助成事業を行っている仕組みは､利子助
成に係る所要額を見込みやすく､基金の形態で一定額を予め保有して事業を行う必
要性は低いことから､22年度に必要な分を除き農畜産業振興機構への返納を行うべ
きである｡

【産業動物獣医師修学資金基金】

･ 基金を取り崩して複数年度にわたり助成事業を行っている仕組みは､基金の形態
で一定額を予め保有して事業を行う必要性は低いことから､22年度に必要な分を除
き農畜産業振興機構への返納を行うべきである｡

(手段の効率性)
･ 大学生-の国費による奨学金は､日本学生支援機構が取り扱っており､業務内容
が重複しているのではないか｡

【畜産関係情報提供衛星通信推進事業基金】

･ 基金を取り崩して複数年度にわたり助成事業を行っている仕組みは､基金の形態
で一定額を予め保有して事業を行う必要性は低いことから､22年度に必要な分を除
き農畜産業振興機構への返納を行うべきである｡

(手段の有効性)
･ 飼料自給率の向上にどの程度効果を発揮しているのか検証がなされているのか｡

【融資準備財産】

･ 基金を取り崩して複数年度にわたり助成事業を行っている仕組みは､基金の形態
で一定額を予め保有して事業を行う必要性は低いことから､22年度に必要な分を除
き農畜産業振興機構への返納を行うべきである｡



輸入牛肉等関税収入

牛肉等開税収入予算 一億円 (810億円)

【別紙】

※1.金額は22年度概算要求額

( )は21年度予算額
※2.畜産関係資金は流動資産ベース

i B 5- 円 (224億円,S t20温 (566億円,旦

〔警 護 裏芸産 ･波速 ]

213億円 (229億円)

(独 ) 農 畜 産 業 振 興 横 構

畜産関係資金残高
20年度末
⇒ 1,738億円
21年度末見込み
⇒ 886億円

畜産特別資金融通
事業基金

((社)中央畜産会)

開始年度 :昭和63年度
21年度末残高見込み
⇒ 132億円

∫

農協等融資機関

産業動物獣医師
就学資金基金
くく社)中央畜産
会)

開始年度 :平成15年度
21年度末残高見込み
⇒ 2億円

∫

県畜産協会等

l

L +

畜産関係情報提供衛
星通信推進事業基金
((財)競馬 ･農林水
産情報衛星通信機構)

開始年度 :平成6年度

21年度末残高見込み
=} 1億円

融資準備財産
((社)全国肉用
牛振興基金協会)

開始年度 :昭和47年度
21年度残高見込み
⇒ 106億円

∫

都道府県肉用子牛
価格安定基金協会




